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めごいにゃあどんときつね 

荒尾市立緑ケ丘小学校 1年 宮原 ゆりこ 

  

きつねのこどもががけからおちそうだったとき、おかあさんぎつねは、「いますぐたすけるから、

てをつないで。」とおもったことでしょう。このまましたにおちたら、こどもがしんでしまうかも

しれないとおもって、どきどきしました。 

 めごいにゃあどんがきがついて、きつねのこどもをたすけてくれたとき、わたしは、ああよかっ

たとおもいました。おかあさんは、「ありがとうございました。」と、なんどもいったとおもいます。 

 それから、めごいにゃあどんのさかながうれるようになったのは、きつねがおんがえしをしたの

かもしれません。もしかしたら、かみさまがみていて、ごほうびをくれているのかもしれません。 

 わたしも、しんせつにしたことがあります。けしごむがおちているなとおもったとき、こまって

いるかもしれないから、ひろってとどけたことがあります。 

ともだちが、ころんだとき、「だいじょうぶ。」と、こえをかけにいったこともあります。おかあ

さんがいそがしそうなときは、おとうとのおせわや、おてつだいをしています。そのあと、いいこ

とがおきたかどうかおもいだせません。でも、ともだちとなかよくすごせているので、かみさまが、

みていてくれたのかもしれません。 

 だれかのやくにたつことをすることは、だれかがよろこんでくれるし、じぶんもしあわせになる

ことだとおもいます。 

 これから、だれかのために、いろいろなしんせつをしていきたいとおもいます。 


